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備讃瀬戸及び沿岸地域出土の飯蛸壺

乗 松 真 也

１．はじめに

　飯蛸壺の研究は、近畿地方出土資料を中心に古くから行われてきた。なかでも、３つの形態に大別し、

その時期的な変遷について述べた森氏の研究（森１９５０・１９６３）は現在でも広く受け入れられている。

　本稿で対象とする備讃瀬戸地域での研究は、海底から引き揚げられた飯蛸壺の資料紹介（山本１９６９）

に始まる。さらに、近畿～北部九州を対象とした総括的な研究（和田１９８２・西口１９８９・真野１９８９）の中

で、本地域の状況について触れられ、播磨灘の同時期のものと比べると、吊手部が小さく、胴部の丸い

ものが多いといった地域性が指摘されている（西口１９８９）。

　その後、本格的に遺跡出土資料を用いた研究は、下川津遺跡の発掘調査で得られた資料を対象として

行われたが、そこで明らかにされた製作方法の差異が時期差と結びつく確証はないとされている（大久

保１９９０）。つまり、飯蛸壺の時期的変化は見出し難いというのがこれまでの見方であり（西岡１９８９）、形

態から時期決定を行うことは、ほぼ放棄されてきたといえる。

　一方、現在の飯蛸壺縄漁で漁期によって異なる容量の飯蛸壺を利用することに着目した松岡氏は、備

讃瀬戸地域、及び淡路島北淡町沖の海揚がり資料と小豆島土庄町で現用の飯蛸壺の容量分析から、本地

域の容量が小さいことを指摘し、飯蛸壺縄漁が夏期中心に行われていたためと推測した（松岡２００３）。

　本稿では、飯蛸壺の帰属時期を明らかとすることを目的として形態分類を行い、時期的な変遷を確認

することとする。さらに、各類型の備讃瀬戸地域での分布域を押さえる。基本的には、発掘調査が行わ

れ、出土状況・共伴遺物により時期が限定できる資料のみを用いて分析を行う。

　また、容量分析から導かれる漁期の問題についても、時期の判断できる古墳時代後期～中世の資料を

用いて若干の考察を行うこととする。

　なお、本地域では７世紀初頭に釣鐘形（森氏の３類）が出現し、その後中世までは確実に釣鐘形が使

用される。コップ形（森氏の１類・２類）のものも少量存在するが（真野１９８９・松岡２００３）、本稿では主

流をなす釣鐘形のみを分析対象とする。

２．分類と編年

１類

　厚く扁平で、体部に比してやや狭いだけの幅の吊手部をもつ。吊手部・体部間には境があるものの、

体部から底端部にかけてのラインは直線的で、２類のように丸みを帯びない。外面は基本的にはナデに

よって仕上げられるが、やや指オサエが残るものもある。

　吊手部上面にある窪みの形成手法によって細分が可能で、棒状工具のよるものをＫＩ１型式（川津一

ノ又遺跡Ⅲ区１②③ＳＲ０１出土資料基準）、ナデによるものをＫＩ２型式（川津一ノ又遺跡Ⅳ区ＳＤ０１０

下層出土資料基準）とする。

　本形式の存続幅は、２類とほぼ同様の７世紀初頭～中葉であるが、共伴遺物からはＫＩ１型式とＫＩ

２型式の先後関係が判断できない。ただし後述する２類の吊手部上面の窪み形成手法の変遷を参考にす
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れば、ＫＩ１型式→ＫＩ２型式の型式学的変遷を追うことができる。

２類

　厚みのある台形状の吊手部を有し、吊手部と体部の間には明瞭な境が認められる。底端部が内傾する

ことにより体部がやや丸みをもつ。サイズは１類同様やや小型である。外面はナデによって仕上げられ

ているものの、若干指オサエの痕跡が残る。

　本類型は、吊手部上面の窪みの形成が棒状工具によるもの（ＳＫ１型式）と、ナデによるもの（ＳＫ

２型式）の２者に細分できる。前者は下川津遺跡ＳＨⅢ５５出土資料を基準資料とし、後者は同遺跡ＳＨ

Ⅲ０３出土資料を基準資料とする。

　ＳＫ１型式は本地域における飯蛸壺出現期である７世紀初頭に認められるが、ＳＫ２型式は７世紀中

葉に見られるのみで、本類型はそれ以降に継続しない。

３類

　体部とは明瞭に区別される方柱状の吊手部をもつ。底端部はやや内傾し、内面の底端部よりやや上位

を強くナデることにより、底端部の器壁が厚みをもつ。外面はナデによって比較的丁寧に仕上げられる。

　本類型もやはり吊手部上面の窪み形成手法によって細分される。ＫＩ３型式（川津一ノ又遺跡Ⅳ区Ｓ

Ｄ０１０中～下位出土資料基準）には棒状工具による窪みが認められる。ＳＫ３型式（下川津遺跡ＳＫⅢ０８

出土資料・金蔵寺下所遺跡ＳＲ０２Ⅰ期流路出土資料基準）にはナデによる窪みが認められる。一部のも

のは、窪みをつくるというよりはむしろ、吊手部上面両端部をつまみ上げることを意識しているように

思える。また、ナデによって平坦面が形成されているものもある。いずれにしても、この型式では「窪

みの形成」が必ずも意図されているわけではないようである。

　ＴＥ型式は、手島Ｅ（香川県丸亀市手島町）採取飯蛸壺を基準資料とする（第２図）。本資料は丸亀沖

にある手島南西部の海浜で採取されたものである。崖面から崩落した土坑と考えられる土塊中に飯蛸壺

のみ１７個体以上が含まれていた。さらに崖面に残存する、土塊と同様の色調・含有物を有する層から瓦

器椀小片と土師質土器椀が採取された（註１）。

　飯蛸壺には、吊手部上端面はナデにより明瞭に窪みが認められるもの（１・２）と、やや窪むもの

（３・４）、および平坦面が形成されているもの（５）がある。色調はにぶい褐色で、胎土中には径３.０

㎜以下の石英・長石を多量に含む。器高がやや低く、底面形が隅丸三角形を呈する４のようなイレギュ

ラーなものも存在するが、基本的には同一の技法で製作されたものと考えていいだろう。

　飯蛸壺に共伴する和泉型瓦器椀（６）は、内面のヘラミガキがさほど密ではないことから、尾上Ⅲ期

－１（１２世紀第４四半期）と思われるが小片のため断定はできない。産地不明のロクロ成形による土師

質土器椀（７）は、十瓶山窯産椀の口径・器高（佐藤２０００）を参考にすれば１２世紀後半に位置づけられ

る。

４類

　吊手部は、明瞭につくり出されるが、３類型のようなしっかりとした方柱状ではなく、上端部にかけ

てややすぼみ、扁平になる。よって吊手部上面は狭小となる。体部は上位から底部にかけてやや広がり、

底端部は若干内傾するか、もしくはほとんど内傾しない。



　ＳＫ３型式（下川津遺跡ＳＨⅢ５１出土資料基準）の吊手部上端面には棒状工具による明瞭な窪みが認

められる。ＳＫ６型式（下川津遺跡ＳＫⅢ１４出土資料基準）は、吊手部上面にナデによる若干の窪みか、

もしくは若干の平坦面を有する。器壁はＳＫ３型式に比べて薄い。ＫＫ型式（空港跡地遺跡ＳＸｅ０１出

土資料基準）の吊手部上面には窪みや平坦面が見られない。

５類

　吊手部から体部にかけてのラインは直線的に連続し、他類型に比べてスマートに映る。底端部はやや

内傾する。

　ＳＫ４型式（下川津遺跡ＳＨⅢ０８出土資料基準）は、吊手部上端面に棒状工具による窪みが認められ

る。外面には指オサエが残る。ＮＫ型式（西久保谷遺跡ＳＤ０１出土資料基準）の吊手部上面に認められ

る窪みはナデによるものである。

６類

　吊手部は体部をややつまみ出すように形成され、体部との明瞭な境は認められない。よって吊手部上

面は狭小で、丸みを帯びて仕上げられているか、もしくは若干の平坦面が形成されているのみで窪みは

看取されない。内面の底端部よりやや上位には強いナデが施されているが、同様の調整が行われる３類

型に比べて底端部の器壁は厚くない。外面はナデにより丁寧に仕上げられている。

　ＫＮ型式（川津中塚ＳＤⅡ１２出土資料基準）は、ＫＭ型式（小山・南谷遺跡ＳＥ７０１出土資料基準）に

比べて体部がより直線的で、全体的にスマートに見せる。ただし、底端部は若干内傾する。またＫＮ型

式には、体部片面に孔から下方に伸びるヘラ記号が描かれている。大浦浜遺跡ＳＺ０４出土資料を基準と

するＯＵ型式は、ＫＮ型式との明確な差異を見出すことが困難であるが、あえて特徴を挙げるとすれば、

ＫＮ型式よりやや胴部が膨らみ、外面の仕上げがやや粗く、指オサエの痕跡が残るという点であろうか。

　本類型は、７世紀末～８世紀初頭にＫＭ型式が出現し、連続する資料が確認できないものの、９世紀

後半～１０世紀前半に位置づけられるＫＮ型式に繋がるものと考えられる。後述するが、ＫＮ型式は点的

ではあるものの、備讃瀬戸地域一帯に拡がる型式である。
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７類

　半球状に形成された土器の体頂部を押しつぶして扁平な吊手部がつくり出されている。

　ＳＫ７型式（下川津遺跡ＳＫⅢ０８出土資料基準）は、吊手部上面にナデ（指オサエ）による平坦面が

認められる。体部はやや扁平で、底端部はやや外に拡がる。外面には指オサエの痕跡が明瞭に残り、全

体的なつくりは粗い。

　ＧＨ型式（郡家原遺跡ＳＤ１９１出土資料基準）の吊手部と体部は連続し、両者の明瞭な境は見られない。

吊手部は、先に形成された半球状土器の体頂部を軽く押しつぶしたのみである。吊手部上面は丸く整え

られ、窪みや平坦面の形成は意図されていない。また、体部上部から底端部にかけて内傾するラインを

描き、内面の底端部上部にやや強いナデを施されることにより、底端部の器壁がやや厚くなっている。

外面はナデによって丁寧に仕上げられている。６類のＫＮ型式同様、体部の一側面には孔から下方へ伸

びるヘラ記号が確認できる。

８類

　ＧＩ型式（郡家一里屋遺跡Ⅰ区ＳＤ３４出土資料基準）はやや扁平な方柱状の明瞭な吊手部をもつ。上

面には強いナデが施されることにより、緩い窪みと突出した両端部が形成されている。底端部が内傾す

ることにより体部のラインは曲線的になっている。内面の底端部よりやや上位には強いナデが行われ、

底端部の器壁がやや厚く仕上げられている。外面はナデにより仕上げられているが、やや指オサエの痕

跡が残る。

　各類型に共通して認められる時期的な変遷の特徴は、吊手部上面に認められる窪みの形成手法である。

出現期である７世紀初頭およびやや降る７世紀中葉までは、棒状工具による窪みが確認できる。ナデに

よるものは７世紀中葉のＳＫ２型式（２形式）から出現するが、この段階のものはしっかりとした窪み

が認められる。この窪みの機能については、「この溝状部分がロープワークに用いられたことも想像に

難くない」（西岡１９８９）、「上端に縄を固定するくぼみをもつ」（渡部１９９４）といった縄（幹縄か）との関

連性が想定されているが、現状では推測の域を出ない。やや降る８世紀初頭～前半以降にもナデによる

窪みが認められるが、それまでとは異なり、「窪み」を強く意識しているとは言い難い。また、平坦面が

ナデによってつくり出されるのもこの時期である。さらに、６類のように平坦面すらもたず、吊手部上

面が丸みを帯びているものもあり、窪みが機能性を有しているとするならば、この段階でその意味を

失ったものと捉えることができる。

　なお、この窪みは大阪湾沿岸や播磨灘沿岸地域の釣鐘形飯蛸壺には見られず（註２）、備讃瀬戸地域の

特徴として指摘できる。

３．分布とその推移

　備讃瀬戸および沿岸地域では、下川津遺跡で７世紀初頭（ＴＫ２０９型式並行期）にＳＫ１型式（２類）

が出現する。時期的には微妙であるが、広江・浜遺跡も同時期のものである可能性がある。その後７世

紀中葉（ＴＫ２１７型式並行期）になると、１・２・３・４・５類が認められ、バリエーションが増加する。

ただしこの時期の分布は、児島西部の広江・浜遺跡を除いて、丸亀平野大束川流域の川津地域と金倉川

流域に限られる。
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　７世紀末～８世紀には、それまでとは異なり、高松平野にも遺跡が確認できる。また、丸亀平野でも

土器川流域の遺跡に確認され、地域的な拡がりが認められる時期である。吊手部のみで型式は不明であ

るが、７世紀後半の小谷窯跡からも須恵器の飯蛸壺が出土しており、消費地では確認できないものの、

飯蛸壺が須恵器窯でも生産されていたことがわかる。

　さらにこの時期には、下川津遺跡で焼成土坑が５基確認されている。この焼成土坑は土師器焼成技術

と同様であると考えられ、土師器焼成と共用されていた可能性が指摘されている（佐藤１９９７）。しかし、

ロクロの未使用や１型式内における形態の不安定さなどから、飯蛸壺の製作方法が土師器のそれとは大

幅に異なる点は間違いなく、焼成は別としても、土師器工人とは異なった集団による飯蛸壺の製作が考

えられる。

　９世紀～１０世紀には、６類および７類に統一される。特に６類のＫＮ型式は丸亀平野だけではなく、

高松平野や、本州側の旭川河口の鹿田遺跡にも認められるため、特定箇所で生産されたものが、それま

でよりも広域に流通している可能性が指摘できる。

　１２世紀～１３世紀には、出土遺跡は少なくなるものの、２つの類型に統一されていた前段階とはことな

り、複数類型のものが確認できる。その背景には、飯蛸壺の生産・流通体制に変化があったことが窺え

るが、１０世紀後半～１１世紀の資料が確認されていないため、具体的な変化の内容については不明である。

４．容量と漁期

　イイダコ漁は、春期と秋期の２回漁期がある。春期には、産卵をひかえたメスが卵（飯）を有してい

る。一方、秋期は成長途上で、卵（飯）は有していない。現在行われている飯蛸壺縄漁では、漁期によっ

て大小２種類の飯蛸壺を使用しており、秋期には小型のものを、春季には大型（メス用）と小型（オス

用）を併用している（註３）。現用飯蛸壺の、小型の容量は８０・１０５ｍｌ、大型の容量は２００・２６５・３７５ｍ

ｌである（松岡２００３）。

　これを参考に、古墳時代後期～中世前半の飯蛸壺縄漁の漁期について検討するため、容量計測を行っ

た（第１表）。また比較資料としてほぼ同時期の大阪湾沿岸地域出土資料と博多湾沿岸地域出土のデータ

も扱う（註４）。

　第１表からは、備讃瀬戸地域出土飯蛸壺の容量が５０～８０ｍｌの間に集中することが読み取れる。１００

ｍｌを超えるものは、川津一ノ又遺跡と小山・南谷遺跡の２個体のみである。一方、大阪湾沿岸地域出

土のものについては１００～２００ｍｌに集中し、博多湾沿岸地域についても、やや大きなものを含むが、お

おむね１００～１５０ｍｌが中心となり、１００ｍｌ以下のものは認められない。

　この結果は、地域によってイイダコの体長が異なることを示している可能性がある。ところが、上述

のとおり、現用の飯蛸壺も春期に使用する大型のものは１００ｍｌ以上であり、容量の差異は漁期の違いに

求めるのが妥当であろう。つまり、古墳時代後期～中世において、備讃瀬戸地域の飯蛸壺は秋期に使用

され、その他の２地域は春季の産卵期を控えたメスを主な捕獲対象とした漁を行っていたということで

ある。

　ただし現在の飯蛸壺縄漁には、やきものの飯蛸壺のみではなくアカニシの殻などが併用されており、

近世以降の絵図に描かれた飯蛸壺縄漁にも貝殻の使用が描かれていることには注意を払う必要がある。

つまり、備讃瀬戸地域においても、アカニシの殻などを利用した春季のメスを対象とした漁が行われて

いた可能性を想定する必要があるのではないだろうか。山本氏は、おそらく聞き取りによるものであろ
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うが、秋季にはやきものを、春季にはニシ殻を利用する現状を確認している（山本１９６９）。

　真野氏は、飯蛸壺出現の背景について、当初貝殻製の飯蛸壺が存在し、その後やきものへ変化すると

いう論に反対し、貝殻の利用は他地域から導入され、やきものから貝殻への変化を考えている。この根

拠となっているのは、「現在、瀬戸内海一帯で最も多く貝殻利用飯蛸壺に使用されているアカニシは、瀬

戸内海には多量に利用するほど生息して」いない（真野１９８９）点であるが、香川県内を中心に遺跡出土

の貝殻を検討した西岡氏が、中世後半～近世初頭以前にはアカニシが多量に捕獲されていたと結論づけ

ている（西岡１９９８）。そのため、古墳時代後期～中世において、備讃瀬戸地域ではやきものの飯蛸壺と共

に、アカニシ殻が併用されていたことは充分に考えられる。さらに推論を重ねるが、アカニシ殻で不足

したものをやきもので補ったとすれば、主としてアカニシ殻を利用し、容量の小さなものについてはや

きものを利用したとも考えられる。そうであれば、当時の飯蛸壺縄漁が秋期のみではなく、春期にも行

われていたことも想定できるのではないだろうか。

５．おわりに

　本稿では、備讃瀬戸地域出土の飯蛸壺について、分類や変遷といった基礎的な分析を行い、容量分析

から推測される有機物性の飯蛸壺の併用の可能性について述べた。

　備讃瀬戸地域の島嶼部や海浜部から飯蛸壺が多く採取されることはよく知られている。しかし、飯蛸

壺のみでは、その遺跡の時期決定を行うことは事実上不可能であり、遺跡の評価も困難であった。しか

し、本稿で検討した飯蛸壺の変遷とその特徴から、飯蛸壺が採取された遺跡に時期を付与することが可

能となり、島嶼部を含めた備讃瀬戸地域一帯の歴史を復元するための基礎的な資料となりうるのではな

いかと考える。

　本稿を成すにあたっては下記の方々からの多大なご教示、ご協力を賜りました。記して感謝いたしま

す。

岩井顕彦・大久保徹也・加納裕之・佐藤竜馬・高田浩司・中橋貞光・西岡達哉・信里芳紀・松岡宏一・

山崎頼人（敬称略・五十音順）

 

第１表　地域別飯蛸壺容量グラフ



註
１　手島を踏査し、資料を採取した大久保徹也氏のご教示による。

２　全ての資料を確認した訳ではないが、埋蔵文化財研究会編１９８６『海の生産用具－弥生時代から平安時代まで－』

掲載の図面で確認した。また、近畿地方の資料については山崎頼人氏のご教示を得た。

３　２００１年３月、松岡宏一氏とともに小豆郡土庄町の漁師中橋貞光氏のもとを訪れ、実際に飯蛸壺縄漁を行ってい

る現場を調査させていただき、その際にうかがったことである。

４　備讃瀬戸地域のデータについては、遺跡出土の飯蛸壺を全て計量した。博多湾沿岸地域のものについては、箱

崎遺跡、博多遺跡群、三苫遺跡、姪浜遺跡、有田遺跡、生の松原遺跡出土資料の一部について松岡宏一氏ととも

に計量を行った。大阪湾沿岸地域のデータは、松岡宏一氏が計量したもののうち、陶邑古窯跡群、大園遺跡出土資

料について提供して頂いたものを使用した。
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備讃瀬戸及び沿岸地域出土の飯蛸壺
乗松真也

　備讃瀬戸の島嶼部、及び香川県側の沿岸地域では、古墳時代後期に「土器」の飯蛸壺が出現する。本

稿では、古墳時代後期～中世における遺跡出土の飯蛸壺について、当該地域の形態的特徴を明らかにし、

地域内での変遷を追った。さらに容量分析から、「土器」の飯蛸壺の使用が、春季のオス対象と秋季とに

限定されたものであり、春季にはアカニシの殻などの有機物が飯蛸壺として併用された可能性を指摘し

た。

Iidako Trap Excavated in Bisan Seto And Its Coastal Regions
Shinya Norimatsu

　　In the area of Bisan Seto Island and the Kagawa seaboard, Iidako trap, the earthenware in the late Tumulus 

period, were found. As for the Iidako trap excavated in the period between the late Tumulus and the Middle Ages, 

this article explains the morphological character of this area and pursues the changes in this area. Moreover 

according to the analysis of volume, it also indicates that the usage of earthenware, Iidako trap, is limited to the 

female Iidako in Spring and Iidako in Autumn and it is also possible that in spring organic materials such as the 

shell of spiral shellfish were also used as Iidako trap.
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